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公 共 工 事 等 事 故 情 報

　近接箇所で埋設位置を確認済みである場合でも想定で施工をしないこと、さらに近接箇所において
は可能な限り人力による掘削を行い、慎重に作業をすすめることを徹底する。
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令和７年９月１日（月曜日）　　10時　50分

埋設物破損

　新設管（φ150mm）の布設に伴う掘削作業中に、ガス供給管（φ25mm）に接触し破損させたもの。

　本件において先行して行った作業により被災管の埋設位置については確認済み（H=1.1）であり、新
設管φ150の布設に伴う掘削深は約1.0mであることから被災管は露出しないという想定で施工をすす
めたが、被災箇所では土被り0.9mで埋設されていたためバケットが接触した。
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【再発防止安全訓練実施状況】
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